
  

  

１．平成22年12月期第２四半期の連結業績（平成22年１月１日～平成22年６月30日） 

  

  

（２）連結財政状態 

  

２．配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無：無 

  

３．平成22年12月期の連結業績予想（平成22年１月１日～平成22年12月31日） 

（注）当四半期における業績予想の修正有無：無 
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  （百万円未満切捨て）

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

  売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

22年12月期第２四半期  140,741  △3.5  5,061  96.9  5,334  65.4  2,028  125.3

21年12月期第２四半期  145,818  －  2,570  －  3,225  －  900  －

  
１株当たり 
四半期純利益 

潜在株式調整後
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

22年12月期第２四半期  17  15  －      

21年12月期第２四半期  7  61  －      

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

  百万円 百万円 ％ 円 銭 

22年12月期第２四半期  253,280  158,914  62.5  1,337  41

21年12月期  252,053  158,074  62.5  1,331  30

（参考）自己資本 22年12月期第２四半期 158,195百万円 21年12月期 157,474百万円

  
年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

21年12月期 －       7 50 －      7 50  15  00

22年12月期 －       7 50

22年12月期（予想） －      7 50  15  00

  （％表示は、対前期増減率）

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通期  262,000  △1.8  3,500  504.5  3,500  246.9  800  34.5  6  76



４．その他（詳細は、［添付資料］Ｐ．５「その他」をご覧ください。） 

（１）当期中における重要な子会社の異動 ：無 

新規 －社 （ －） 除外－社（ －） 

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 
  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用：有 

（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

①  会計基準等の改正に伴う変更：有 

②  ①以外の変更              ：無 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作

成に係る会計処理の原則・手順、表示方法等の変更の有無となります。 

  

（４）発行済株式数（普通株式） 

  
  

※  四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 

  この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示

時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了していません。  

  

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前

提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半期決算短信（添付資料）４ページ「連

結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。   

  

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年12月期２Ｑ 128,742,463株 21年12月期 128,742,463株

②  期末自己株式数 22年12月期２Ｑ 10,457,667株 21年12月期 10,456,045株

③  期中平均株式数（四半期累計） 22年12月期２Ｑ 118,285,489株 21年12月期２Ｑ 118,288,228株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報  

 当第２四半期連結累計期間（平成22年１月１日～平成22年６月30日）におけるわが国経済は、新興国を中心とした

経済の回復により、輸出企業を中心として一部に景気の持直しが見られたものの、欧州金融危機等の不安要因による

株安・円高、設備投資の抑制や個人消費の低迷等本格的な景気回復までには至らず、引き続き厳しい状況で推移いた

しました。 

このような経営環境のもと、当社グループは、「お客様の課題解決型企業」として、お客様の期待値を超える際立

った商品・サービスを提供し、厳しい事業環境下でも持続的に成長する企業グループを目指してまいりました。 

 また、中国上海市で５月より開催中の上海万博「日本産業館」に出展し、郵便局を題材に、当社グループの商品や

サービスを組み合わせて、未来の郵便局を体験できる「未来郵便局体験館」を展示するとともに、デザイン性が高く

高品質のステーショナリーを販売し好評を博しました。６月末時点で当社ブースへの来場者は100万人を突破し、中

国におけるコクヨブランドの認知度向上に大きく貢献いたしました。 

以上の結果、売上高は1,407億円（前年同期比3.5％減）となり、高付加価値商品の売上増による総利益率改善及び

販管費削減に努めた結果、営業利益は50億円（前年同期比96.9％増）と大幅に増益となりました。経常利益は53億円

（前年同期比65.4％増）、四半期純利益は20億円（前年同期比125.3％増）となりました。 

  

  

セグメント別の状況 

（ステーショナリー関連事業）  

 ステーショナリー関連事業におきましては、景気低迷による消耗品の買控え等の影響により、厳しい状況で推移い

たしました。  

 このような状況のもと、当社グループは、テレビコマーシャル等積極的な販促活動を行った金属針を使わず紙をと

じることができる「針無しステープラー＜ハリナックス＞」、東大合格者が使用したノートを研究して開発した「キ

ャンパスノート＜ドット入り罫線＞」等の高付加価値商品が引き続き好調に推移いたしました。また、コンパクトな

デザインで片手で使用できる針無しステープラーの第２弾商品「針無しステープラー＜ハリナックス・ハンディタイ

プ＞」、ノートの罫線の幅に合わせて一行だけを狙って消せるように、５種類の幅の突起が放射状に並んでいる独特

なデザインの「消しゴム＜ミリケシ＞」等「際立った価値」を持った商品群をさらに充実いたしました。 

オフィス通販事業におきましては、「カウネット」がテレビコマーシャルや創業10周年キャンペーン等の販売促進

活動を積極的に行い、好調に推移しました。 

海外事業におきましては、ベトナム工場で生産したノートをベトナム、中国、インド等のアジア地域で販売すると

ともに、販売チャネルを積極的に開拓し、現地ノート市場のシェア拡大を図ってまいりました。 

以上の結果、売上高は775億円（前年同期比3.6％減）となり、高付加価値商品の売上増等により営業利益は49億円

（前年同期比48.3％増）と大幅増益になりました。 

  

  

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報

        （単位：百万円） 

  
平成21年12月期 

第２四半期 

平成22年12月期 

第２四半期 
増減率（％） 

売上高 145,818 140,741 △3.5 

営業利益 2,570 5,061 96.9 

経常利益 3,225 5,334 65.4 

四半期純利益 900 2,028 125.3 

（単位：百万円）

  
平成21年12月期 

第２四半期 

平成22年12月期 

第２四半期 
増減率（％） 

売上高 80,458 77,594 △3.6 

営業利益 3,353 4,973 48.3 
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（ファニチャー関連事業）  

 ファニチャー関連事業におきましては、企業の設備投資意欲は依然として冷え込んでおり、需要も低調に推移いた

しました。 

 このような状況のもと、当社グループは、オフィスワーカーの生産性向上を支援することで企業価値を高める提案

活動を推進し、需要を喚起いたしました。 

また、商品やソリューションの先端開発等を行うクリエイティブセンター「KREI open source studio（クレイ オ

ープンソーススタジオ）」を東京都港区青山に開設し、常駐する外部のクリエイターとのコラボレーション等を通じ

てデザイン性の高い商品開発を推進してまいりました。 

一方、景気動向の影響を受けにくい医療・教育・官公庁分野に対するソリューション営業を徹底して推進し、官公

庁分野におきましては、庁舎での窓口業務において、来庁者の快適性や職員の業務効率化を促すコンサルティング提

案の推進や、大型案件の受注等により好調に推移いたしました。 

以上の結果、売上高は568億円（前年同期比2.4％減）となり、筋肉質化による販管費削減等により営業利益は５億

円となりました。 

  

  

（店舗関連事業）  

店舗関連事業におきましては、景気後退による小売業界の投資抑制及び店舗統廃合等の影響により、厳しい市場環

境が続きました。 

このような状況のもと、当社グループは、店舗関連事業の事業再構築のため、在庫圧縮等の効率化を推進するとと

もに、収益性を重視した営業施策を実施してまいりました。 

以上の結果、売上高は63億円（前年同期比11.2％減）となり、営業損失は４億円となりました。 

（単位：百万円）

  
平成21年12月期 

第２四半期 

平成22年12月期 

第２四半期 
増減率（％） 

売上高 58,219 56,804 △2.4 

営業利益 △328 518 ― 

（単位：百万円）

  
平成21年12月期 

第２四半期 

平成22年12月期 

第２四半期 
増減率（％） 

売上高 7,140 6,342 △11.2 

営業利益 △454 △431 － 
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（２）連結財政状態に関する定性的情報 

①資産、負債及び純資産に関する分析 

当第２四半期連結会計期間末の総資産は2,532億円となり、前連結会計年度末に比べ12億円増加しました。流動

資産は1,091億円で、前連結会計年度末に比べ23億円増加しました。主な要因として、受取手形及び売掛金が22億

円、商品及び製品が23億円、前連結会計年度末に比べそれぞれ減少した一方、有価証券が76億円増加したためであ

ります。固定資産は1,441億円となり、前連結会計年度末に比べ11億円減少しました。主な要因として、投資その

他の資産は624億円と前連結会計年度末に比べ４億円増加した一方、有形固定資産は768億円と前連結会計年度末に

比べ12億円減少し、無形固定資産は48億円と前連結会計年度末に比べ４億円減少したためであります。 

 当第２四半期連結会計期間末の負債は943億円となり、前連結会計年度末に比べ３億円増加しました。流動負債

は573億円となり、前連結会計年度末に比べ82百万円増加しました。固定負債は370億円となり、前連結会計年度末

に比べ３億円増加しました。 

 当第２四半期連結会計期間末の純資産は1,589億円となり、前連結会計年度末に比べ８億円増加しました。主な

要因として、利益剰余金が前連結会計年度末に比べ11億円増加したためであります。 

  

②キャッシュ・フローの状況に関する分析 

 当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は307億円であり、前連結会

計年度末に比べ68億円の資金増となりました。  

（営業活動によるキャッシュ・フロー）  

 営業活動では、税金等調整前四半期純利益46億円、減価償却費29億円、賞与引当金の増加による29億円の資金増

等により、102億円の資金増となりました。  

（投資活動によるキャッシュ・フロー）  

 投資活動では、設備投資支出16億円等により、19億円の資金減となりました。  

（財務活動によるキャッシュ・フロー）  

 財務活動では、配当金の支払9億円等により、13億円の資金減となりました。  

  

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

（単位：百万円）

  

平成22年６月29日に開示いたしました「平成22年12月期連結業績予想の修正に関するお知らせ」に記載した予想値か

ら変更はありません。 

  

※上記の業績予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は、今

後様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。 

  平成21年12月期  平成22年12月期  増減率（％） 

売上高 266,725 262,000 △1.8 

営業利益 579 3,500 504.5 

経常利益 1,009 3,500 246.9 

当期純利益 595 800 34.5 
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（１）重要な子会社の異動の概要 

 重要な特定子会社の異動はありません。 

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

①簡便な会計処理 

１）一般債権の貸倒見積高の算定方法 

 当第２四半期連結会計期間末の貸倒実績率の算定において、当第２四半期連結会計期間末の貸倒実績率が前連 

結会計年度末に算定したものと著しい変化がないと認められるため、前連結会計年度末の貸倒実績率を使用して 

貸倒見積高を算定しております。 

２）固定資産の減価償却の算定方法 

 定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却の額を期間按分して算定する方法を採用 

しております。 

３）繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

 繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等及び一時差異等の発生状況 

に著しい変化がないと認められるため、前連結会計年度末において使用した将来の業績予測やタックス・プラン 

ニングを使用しております。 

②四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理 

税金費用の計算 

 税金費用の算定については、「四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」第19条の規定により、「中間財 

務諸表等における税効果会計に関する実務指針」第12条（法定実効税率を使用する方法）に準じて計算しておりま

す。 

 なお、法人税等調整額は「法人税等」に含めて表示しております。 

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

（完成工事高及び完成工事原価の計上基準の変更） 

 請負工事に係る収益の計上基準については、従来、工事完成基準を適用していましたが、「工事契約に関する 

会計基準」（企業会計基準第15号 平成19年12月27日）及び「工事契約に関する会計基準の適用指針」（企業会 

計基準適用指針第18号 平成19年12月27日）を第１四半期連結会計期間より適用し、第１四半期連結会計期間に 

着手した工事契約から、当第２四半期連結会計期間末までの進捗部分については成果の確実性が認められる工事 

については工事進行基準（工事の進捗率の見積りは原価比例法）を、その他の工事については工事完成基準を適 

用しております。 

 なお、これによる損益に与える影響は軽微であります。 

  

（４）継続企業の前提に関する重要事象等の概要 

 該当事項なし 

  

  

２．その他の情報
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年12月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 10,670 11,186

受取手形及び売掛金 48,513 50,750

有価証券 20,445 12,814

商品及び製品 19,870 22,228

仕掛品 1,753 1,244

原材料及び貯蔵品 2,046 2,087

その他 5,908 6,576

貸倒引当金 △96 △151

流動資産合計 109,111 106,736

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 24,788 25,870

土地 40,891 41,018

その他（純額） 11,162 11,160

有形固定資産合計 76,842 78,049

無形固定資産   

のれん 1,154 1,242

その他 3,706 4,050

無形固定資産合計 4,861 5,293

投資その他の資産   

投資有価証券 40,983 41,477

その他 22,645 21,646

貸倒引当金 △1,163 △1,150

投資その他の資産合計 62,464 61,973

固定資産合計 144,168 145,317

資産合計 253,280 252,053
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（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年12月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 35,798 39,416

短期借入金 6,170 6,170

1年内返済予定の長期借入金 320 331

未払法人税等 1,826 658

賞与引当金 3,486 555

その他 9,734 10,120

流動負債合計 57,335 57,253

固定負債   

社債 10,000 10,000

新株予約権付社債 270 270

長期借入金 15,557 15,724

退職給付引当金 3,430 3,143

その他 7,771 7,588

固定負債合計 37,030 36,726

負債合計 94,366 93,979

純資産の部   

株主資本   

資本金 15,847 15,847

資本剰余金 19,068 19,068

利益剰余金 137,780 136,639

自己株式 △14,331 △14,330

株主資本合計 158,363 157,223

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 860 1,206

繰延ヘッジ損益 △91 △54

為替換算調整勘定 △937 △901

評価・換算差額等合計 △168 251

少数株主持分 718 599

純資産合計 158,914 158,074

負債純資産合計 253,280 252,053
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（２）四半期連結損益計算書 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年１月１日 
 至 平成21年６月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年１月１日 
 至 平成22年６月30日) 

売上高 145,818 140,741

売上原価 98,558 93,781

売上総利益 47,259 46,960

販売費及び一般管理費 44,689 41,899

営業利益 2,570 5,061

営業外収益   

受取利息 111 117

受取配当金 537 348

不動産賃貸料 622 622

持分法による投資利益 91 191

デリバティブ評価益 297 －

その他 388 272

営業外収益合計 2,049 1,552

営業外費用   

支払利息 267 272

不動産賃貸費用 332 200

その他 793 806

営業外費用合計 1,393 1,278

経常利益 3,225 5,334

特別利益   

投資有価証券売却益 121 －

匿名組合出資金分配金 － 791

特別利益合計 121 791

特別損失   

事業構造改革費用 － 491

固定資産除却損 － 471

投資有価証券評価損 － 425

固定資産売却損 － 73

減損損失 － 22

店舗閉鎖損失 205 －

特別損失合計 205 1,484

税金等調整前四半期純利益 3,142 4,641

法人税等 2,235 2,494

少数株主利益 6 118

四半期純利益 900 2,028
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（第２四半期連結会計期間） 

（単位：百万円）

前第２四半期連結会計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年６月30日) 

当第２四半期連結会計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年６月30日) 

売上高 68,163 63,993

売上原価 46,166 43,007

売上総利益 21,997 20,985

販売費及び一般管理費 21,869 20,592

営業利益 127 392

営業外収益   

受取利息 23 18

受取配当金 316 283

不動産賃貸料 316 318

持分法による投資利益 51 101

デリバティブ評価益 △16 △73

その他 274 182

営業外収益合計 965 830

営業外費用   

支払利息 116 98

不動産賃貸費用 190 97

その他 335 384

営業外費用合計 642 580

経常利益 450 643

特別利益   

投資有価証券売却益 121 －

匿名組合出資金分配金 － 791

特別利益合計 121 791

特別損失   

事業構造改革費用 － 491

固定資産除却損 － 471

投資有価証券評価損 － 425

固定資産売却損 － 73

減損損失 － 22

店舗閉鎖損失 205 －

特別損失合計 205 1,484

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

367 △49

法人税等 386 310

少数株主利益 88 134

四半期純損失（△） △107 △493
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年１月１日 
 至 平成21年６月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年１月１日 
 至 平成22年６月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 3,142 4,641

減価償却費 3,157 2,969

のれん償却額 161 87

貸倒引当金の増減額（△は減少） 411 △41

賞与引当金の増減額（△は減少） 3,075 2,930

退職給付引当金の増減額（△は減少） 365 287

受取利息及び受取配当金 △648 △465

支払利息 267 272

持分法による投資損益（△は益） △91 △191

固定資産売却損益（△は益） △8 70

固定資産除却損 89 590

投資有価証券売却損益（△は益） △132 △2

投資有価証券評価損益（△は益） 50 497

デリバティブ評価損益（△は益） △297 13

売上債権の増減額（△は増加） 11,896 2,236

たな卸資産の増減額（△は増加） 5,214 782

仕入債務の増減額（△は減少） △12,248 △3,618

その他 △2,197 319

小計 12,209 11,379

利息及び配当金の受取額 648 465

利息の支払額 △269 △273

法人税等の支払額 △1,268 △1,366

営業活動によるキャッシュ・フロー 11,320 10,205

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △529 △690

有形固定資産の売却による収入 248 108

無形固定資産の取得による支出 △614 △990

投資有価証券の取得による支出 △533 △1,230

投資有価証券の売却による収入 1,021 504

子会社株式の取得による支出 △227 －

短期貸付金の増減額（△は増加） △103 252

長期貸付けによる支出 △234 △672

長期貸付金の回収による収入 73 191

匿名組合出資金の払戻による収入 － 1,453

その他 △54 △903

投資活動によるキャッシュ・フロー △954 △1,976
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（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年１月１日 
 至 平成21年６月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年１月１日 
 至 平成22年６月30日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △469 －

長期借入れによる収入 6 －

長期借入金の返済による支出 △205 △176

社債の償還による支出 △30 △30

自己株式の取得による支出 △1 △1

配当金の支払額 △885 △906

その他 △68 △233

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,655 △1,348

現金及び現金同等物に係る換算差額 22 △39

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 8,733 6,842

現金及び現金同等物の期首残高 16,781 23,911

現金及び現金同等物の四半期末残高 25,515 30,753
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 該当事項なし 

  

  

［事業の種類別セグメント情報］ 

 前第２四半期連結会計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年６月30日） 

  

 当第２四半期連結会計期間（自 平成22年４月１日 至 平成22年６月30日） 

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

  
ステーショナ
リー関連事業 
（百万円） 

ファニチャー
関連事業 
（百万円） 

店舗関連事業
（百万円） 

計
（百万円） 

消去又は全社 
（百万円） 

連結
（百万円） 

 売上高及び営業損益       

売上高       

(1）外部顧客に対する

売上高 
 39,205  25,020  3,937  68,163  －  68,163

(2）セグメント間の内

部売上高又は振替高 
 －  －  －  － （ ）－  －

計  39,205  25,020  3,937  68,163 （ ）－  68,163

営業利益又は営業損失

（△） 
 1,240  △932  △180  127 （ ）－  127

  
ステーショナ
リー関連事業 
（百万円） 

ファニチャー
関連事業 
（百万円） 

店舗関連事業
（百万円） 

計
（百万円） 

消去又は全社 
（百万円） 

連結
（百万円） 

 売上高及び営業損益       

売上高       

(1）外部顧客に対する

売上高 
 37,088  23,494  3,409  63,993  －  63,993

(2）セグメント間の内

部売上高又は振替高 
 －  －  －  － （ ）－  －

計  37,088  23,494  3,409  63,993 （ ）－  63,993

営業利益又は営業損失

（△） 
 1,370  △769  △208  392 （ ）－  392
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 前第２四半期連結累計期間 （自 平成21年１月１日 至 平成21年６月30日） 

  

 当第２四半期連結累計期間 （自 平成22年１月１日 至 平成22年６月30日） 

（注）１ 事業区分の方法 

当社の事業区分は、製品・サービスの種類・性質等の類似性によっている。 

２ 各事業区分の主要製品 

   

  
ステーショナ
リー関連事業 
（百万円） 

ファニチャー
関連事業 
（百万円） 

店舗関連事業
（百万円） 

計
（百万円） 

消去又は全社 
（百万円） 

連結
（百万円） 

 売上高及び営業損益       

売上高       

(1）外部顧客に対する

売上高 
 80,458  58,219  7,140  145,818  －  145,818

(2）セグメント間の内

部売上高又は振替高 
 －  －  －  － （ ）－  －

計  80,458  58,219  7,140  145,818 （ ）－  145,818

営業利益又は営業損失

（△） 
 3,353  △328  △454  2,570 （ ）－  2,570

  
ステーショナ
リー関連事業 
（百万円） 

ファニチャー
関連事業 
（百万円） 

店舗関連事業
（百万円） 

計
（百万円） 

消去又は全社 
（百万円） 

連結
（百万円） 

 売上高及び営業損益       

売上高       

(1）外部顧客に対する

売上高 
 77,594  56,804  6,342  140,741  －  140,741

(2）セグメント間の内

部売上高又は振替高 
 －  －  －  － （ ）－  －

計  77,594  56,804  6,342  140,741 （ ）－  140,741

営業利益又は営業損失

（△） 
 4,973  518  △431  5,061 （ ）－  5,061

事業区分 主要製品

ステーショナリー関連事業 

伝票、複写簿、帳簿、リーフ、領収証、バインダー、ファイル、ファイリング用品、ク

リヤーブック、ＰＰＣ用紙、連続伝票、ＦＡＸ感熱紙、インクジェットプリンタ用紙、

レーザープリンタ用紙、ラベル、ＰＣ関連用品、ＯＡ機器、ＯＡ機器関連用品、製図デ

ザイン用品、ノート、レポート、原稿用紙、スケッチブック、便箋、メモ用紙、アルバ

ム、接着剤、額縁、金属文具、筆記用具、粘着テープ、タック製品、ビジネスバッグ、

防災用品、知育文具 等 

ファニチャー関連事業 

デスク、テーブル、回転イス、会議用イス、折りたたみイス、応接イス、役員室用家

具、キャビネット、保管庫、ロッカー、壁面収納庫、黒板、ＯＡ床材、間仕切、天井

材、棚、書架、耐火製品、展示ケース、ホール用イス、学校用家具、図書館用家具、高

齢者用家具、オフィスアクセサリー、新入学関連家具、ＳＯＨＯ対応家具、家庭用家具

等 

店舗関連事業 

商品陳列棚、カウンター、ワゴン、平台、ガラスショーケース、ワイヤーシェルフ、シ

ョッピングカート、ショッピングバスケット、販促用品、イベント用品、木製什器、衣

料用什器 等 
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３  会計処理方法の変更  

前第２四半期連結累計期間 

（有形固定資産の減価償却の方法の変更） 

 当社及び国内連結子会社は、機械装置の耐用年数について平成20年度の法人税法の改正（所得税法等の一

部を改正する法律 平成20年４月30日 法律第23号）を契機として資産の利用状況の見直しを行った結果、

第１四半期連結会計期間より、一部の資産について耐用年数を変更しております。 

 この変更に伴い、当第２四半期連結累計期間の営業利益はステーショナリー関連事業が７百万円増加し、

営業損失はファニチャー関連事業が58百万円増加しております。 

  

  

［所在地別セグメント情報］ 

前第２四半期連結会計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年６月30日）及び当第２四半期連結会計期間（自

平成22年４月１日 至 平成22年６月30日）並びに前第２四半期連結累計期間（自 平成21年１月１日 至 平成

21年６月30日）及び当第２四半期連結累計期間（自 平成22年１月１日 至 平成22年６月30日） 

 全セグメントの売上高合計に占める「本邦」の割合が90％を超えているため、所在地別セグメント情報の記載を

省略しております。 

  

［海外売上高］  

前第２四半期連結会計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年６月30日）及び当第２四半期連結会計期間（自

平成22年４月１日 至 平成22年６月30日）並びに前第２四半期連結累計期間（自 平成21年１月１日 至 平成

21年６月30日）及び当第２四半期連結累計期間（自 平成22年１月１日 至 平成22年６月30日） 

 海外売上高が連結売上高の10％未満であるため、海外売上高の記載を省略しております。 

  

  

 該当事項なし 

  

  

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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